
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党 新宿区議会議員 

の 

2021/10/20号 
 

くらしの相談お気軽に 
日本共産党新宿区議団では、弁護士など専門

家の皆さんと相談会を行っています。なんでも
ご相談下さい。秘密厳守。 
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８月２１日発生した都市ガスの大規模停止

事故。榎町地域センター管内で４２７０戸が被

害にあい、完全復旧は２６日までずれ込みまし

た。区議団ではこのガス停止に関する緊急アン

ケートや聞き取りなど行い、被害にあった区民

の声を踏まえ、藤原たけき議員が一般質問を行

い、区の姿勢を糾しました。 

１） 重大なライフライン事故、区民

生活は困難に。文京区と対応に違い 

日常生活に欠かせないガスの供給の停止で、

炊事・入浴はもとより、飲食店などでは営業中

止に。区民が困っているときこそ区民に寄り添

ったきめ細かな対応が必要です。しかし区は、

当該地域住民に銭湯を無料解放したものの、他

は東京ガス任せ。同じく被害の発生した文京区

では区施設のシャワーの開放や食料の支援な

ど災害と位置付けた支援を行い、対応の違いが

浮き彫りになりました。 

２）重大なインフラ事故は、「災害」と

して扱い、区民に寄り添った対応を 

質問でも藤原議員は、区は災害と位置づけ、

これに応じた支援や広報を行うべきと糾しま

した。 

これに対し区は東京ガスの責任を述べるに

留まり、「直ちに人命に影響を及ぼすものでは

ないので、災害とはとらえていない」など疑

問を持たざるを得ない答弁も。区としての災

害に準じた積極的な支援は行わないことの正

当化に終始しました。また事業者の補償請求

への支援や原因究明と再発防止についても東

京ガス任せであり、区民に寄り添う姿勢はみ

えません。これでは重大災害時の区の対応に、

大きな不安が残ります。区は区民が困ったと

きこそ、これに寄り添った支援を行うべきで

す。今後も起こりうる重大インフラ事故。区

の姿勢の転換が必要です。今後も継続して取

り上げて行きたいと思います。 

 

日本共産党区議団代表質問の項目 

１） 平和人権に関する区長の政治姿勢 

２） 2020年度決算と財政運営 

３） パラリンピック学校連携観戦 

４） コロナ感染症対策 

５） 子どものコロナ対策 

６） 中小事業者の事業継続と支援 

７） 清風園廃止とグループホーム建設 

第 3回定例会(9/21～10/15) 
ガス停止問題で一般質問 


